
●人に、街に優しいエネルギー●これまでも、これからも●

　2010 年度は、東京都の環境確保条例（都民の健康と安全を確保する環境に関する条

例）にて、大規模事業所に対する CO2 削減義務化がスタートした年であります。

　この制度により、大規模事業所は 2010 ～ 2014 年度（5 ヶ年間）の第一計画期間に、

区分に応じて 6 ～ 8% の CO2 排出削減が義務付けられることとなりました。

　当社では、従来から主要熱源機器の全面更新を行ったほか、機器の効率運転の工夫

など様々な省エネ活動に取り組んで参りました。この結果、2011 年 5 月に当社は

地球温暖化の対策の推進の程度が特に優れた事業所「準トップレベル事業所」として、  

東京都の認定を受けることが出来ました。

　また、2011 年 3 月には、東京都知事より「旧地球温暖化対策計画書制度」に基

づいて、2009 年度以前の環境への取り組みに対して、最高ランクの「ＡＡＡ」評

価をいただき、表彰されました。

　なお、当社では、オフィス活動においても事務所の節電、PPC 用紙の削減、ゴミ

の分別収集の励行で一定の成果を達成するなど、全社的な環境への取り組み成果を

上げることができました。今後も環境パトロール活動などを継続し、環境保全に向

けた様々な提案を実行に移し、より一層の環境負荷低減に向けて努力していく所存

です。

　2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災後、「分散」「グリーン」などを

キーワードとしたエネルギーの在り方の検討が進み始めております。当社もスマー

トなエネルギーを意識した環境への取り組みを進めてまいります。
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2010年度（平成２2年度）の取り組み状況

A．投入エネルギー量
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　本年度は機器の更新により得られたエネルギー削減効果と併せ、高効率のボイラ、冷凍機、中でも低負荷
時に効果を発揮する過流量ターボ冷凍機やクリーンで安価な夜間電力を使用する氷蓄熱システムなど、これ
らを最適運用して得られる効果の検証とともに、昼夜、季節における負荷の変動にあわせ、どのような運転
操作を行えば更なるエネルギーの削減を図れるか、現在のシステム効率を維持するためには、どのような
保守管理を必要とするのかなどについての検討を進め、それらを実施して参りました。
　また、東京都の環境確保条例によるCO2 削減義務制度がスタートいたしました。当社ではこの義務を
確実に達成すると同時に、同制度による準トップレベル事業所の申請を行いました（2011年 5月認定、
削減義務率が８％から６％に低減）。
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B．温室効果ガスの排出とボイラ排水
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二酸化炭素以外に温室効果ガスとして、ハイドロフルオロカーボン（23,571㎏）と六フッ化硫黄（952㎏）
を冷媒・絶縁材として扱っていますが、機器内部に適切に封入管理されております。

●電力とガス

●上　　水

●（参考）熱製造量の推移

●二酸化炭素の排出量

●（参考）二酸化炭素排出量原単位の推移

 1．熱供給事業環境部会
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●下水道への排水量
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●（参考）ボイラ排水水質基準と排水水質実績

●ＰＲＴＲ法における第一種指定化学物質
C．その他の環境負荷物質

●ボイラのばい煙

ヒドラジンを使用していますが、排出はされません。（ヒドラジンは水と窒素に分解）
なお、エチレングリコールは 2010 年 4 月より第一種指定化学物質から除外されました。

（参考）
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A．事務所の電力使用量
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B．ＰＰＣ用紙の使用量

■事務所の節電
2010 年度は、事務所電力使用量は 2009 年度比 1％削減を目標と設定いたしました。
　・不使用時のコンセント抜きの徹底　　　   ・不要箇所のこまめな消灯
　・43 階事務所では昼休み時間帯の消灯　　・蛍光灯の間引き点灯
　・パソコンの休止モードの徹底　　　　　   ・省エネ機器への更新
等を実施し、2009 年度に比べ電力使用量を 7％削減いたしました。

■ＰＰＣ用紙の削減
2010 年度は、ＰＰＣ用紙使用量は 2009 年度実績並みを目標と設定いたしました。

　・裏紙利用の促進　　・電子媒体へのシフト　　・複写機の機能活用

等を進めましたが、2009 年度に比べ使用量は 53％増加してしまいました。

これは、各種提出書類の作成業務の多発等によるものであります。

■グリーン購入
　グリーン購入作業基準に従いグリーン商品への切り替えの促進を図っております。2008 年度導入の 55
品目、2009 年度導入の 40 品目に加え、2010 年度は 31 品目を新たに導入いたしました。

■ゴミの分別収集・廃棄
　ゴミの分別収集を実施しております。サンシャインシティ・オフィス棟のゴミ処理フローに合わせ、7 種
類（可燃物・不燃物・ビン缶・ペットボトル・生ゴミ茶殻・ＰＰＣ用紙・その他）に分類して廃棄いたしま
した。

 2．オフィス活動環境部会


